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。
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。
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キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し
て
い
ま
す
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◎今月の表紙

山﨑　翔太さん　（26歳）
野子町

 やまさき           しょうた

　　

山
﨑
さ
ん
は
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
イ
チ
ゴ
が
好
き

で
、
イ
チ
ゴ
農
家
を
営
む
両
親
と
一
緒
に
イ
チ
ゴ
を

育
て
た
い
と
い
う
思
い
で
、
高
校
卒
業
後
、
九
州
沖

縄
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
で
イ
チ
ゴ
の
栽
培
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
両
親
と
山
﨑
さ
ん
の
３
人
で
合
計
38

ア
ー
ル
の
ハ
ウ
ス
で
イ
チ
ゴ
（
ゆ
め
の
か
）
を
栽
培

し
て
い
ま
す
。「
イ
チ
ゴ
作
り
は
難
し
い
け
ど
、
新

し
い
技
術
を
学
べ
る
の
が
面
白
い
。
イ
チ
ゴ
作
り
に

限
ら
ず
、
農
業
は
、
自
分
が
頑
張
っ
た
分
だ
け
作
物

が
味
や
収
穫
量
と
し
て
返
し
て
く
れ
る
の
も
魅
力
で

す
」
と
農
業
の
魅
力
を
笑
顔
で
話
す
山
﨑
さ
ん
。
山

﨑
さ
ん
は
、
普
段
か
ら
市
内
で
イ
チ
ゴ
農
家
を
営
む

仲
間
と
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
、
よ
り
お
い
し
い
イ

チ
ゴ
作
り
に
励
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
山
﨑
さ
ん
に
今
後
の
目
標
を
尋
ね
る
と
、

「
何
よ
り
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
お
い
し
い
イ

チ
ゴ
を
作
り
た
い
で
す
し
、
新
し
い
技
術
を
取
り
入

れ
た
、
み
ん
な
が
自
分
の
ま
ね
を
し
た
く
な
る
よ
う

な
、
そ
ん
な
イ
チ
ゴ
を
作
る
の
が
目
標
で
す
。
先
を

考
え
、
イ
チ
ゴ
の
た
め
に
今
何
を
し
な
く
て
は
い
け

な
い
か
、
的
確
に
対
応
す
る
両
親
に
も
学
ぶ
と
こ
ろ

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
も
っ
と
勉

強
し
て
イ
チ
ゴ
作
り
の
技
術
を
高
め
た
い
で
す
」
と
、

凛
と
し
た
表
情
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

   NHK長崎放送局と平戸市では、平戸市市制施行10周年を記念して「民謡魂 ふるさと

の唄」の公開収録を開催します。この番組では、伝統的な民謡に加え、ふるさとの唄、郷

土芸能を通して、日本の伝統音楽をお伝えします。観覧をご希望の人は、下記の要領で

お申し込みください。　　※未就学児の同伴・入場はお断りします。

無料
入場

と　き

申込先 〒850-8603(住所不要)
NHK長崎放送局「民謡魂　ふるさとの唄」係

放送予定

申込方法

出演者

司　会

ところ

5月29日（金）＜必着＞

郵便往復はがき(私製を除く)の「往信用裏面」に、郵便番号・住所・名前・電話番号
「返信用表面」に、郵便番号・住所・名前を明記してお申し込みください。

   唄   ：高橋キヨ子　ほか
三味線：本條秀太郎、本條秀五郎　　　尺八・笛：元永拓、石山裕雅
鳴   物：鼓友緑美代、鼓友緑佳　　   　はやし詞：新津幸子、新津美恵子

城島 茂(TOKIO)　　近藤 泰郎NHKアナウンサー

平戸文化センター　大ホール

6月21日(日）　
開場：午後5時30分　開演：午後6時30分　終演：午後8時

7月11日(土)　午後３時５分～午後３時49分　NHK総合　

高橋　キヨ子近藤 泰郎アナウンサー城島 茂(TOKIO)

■お問い合わせ　　NHK長崎放送局 企画編成　
　　　　　　　　　　　　　　　電話番号 ０９５-８２１-３１２４  （平日　午前９時30分～午後６時）
　　　　　　　　　　　　　　　 NHK長崎放送局ホームページ　http://www.nhk.or.jp/nagasaki/

甘
い
香
り
漂
う
ハ
ウ
ス
で

　　　　　　　　　

た
だ
今
収
穫
真
っ
只
中
！



１ .店内の様子1。２ .あご酒。３ .
スタッフTシャツ。４ .ウチワエビ
入りあごだしちゃんこ鍋。５ .鏡
開き。6.店内の様子2。7.築地町
ジャ踊り保存会寄贈の龍。8.外観。

①

② ③

④

⑤⑤⑤

⑥

⑦ ⑧
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東
京
・
上
野
に
居
酒
屋「
長
崎
県　

平
戸
漁
港　

六
次
朗
」オ
ー
プ
ン

　　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
平

戸
名
誉
大
使
で
あ
る
指
揮
者
の
西
本
智
実

さ
ん
や
、
平
戸
大
使
で
あ
る
服
部
栄
養
専

門
学
校
校
長
の
服
部
幸
應
さ
ん
な
ど
に
よ

る
鏡
開
き
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
関
東
在
住

の
平
戸
出
身
者
の
皆
さ
ん
な
ど
約
70
人
の

関
係
者
が
参
加
し
、
平
戸
の
食
材
で
作
ら

れ
た
料
理
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

　　　

店
内
に
入
る
と
ま
ず
、
築
地
町
ジ
ャ
踊

り
保
存
会
寄
贈
の
龍
（
ジ
ャ
）
が
お
迎
え
し

て
く
れ
ま
す
。
壁
に
は
鬼
洋
蝶
、
田
助
ハ

イ
ヤ
の
ち
ょ
う
ち
ん
な
ど
が
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

さ
れ
、
店
内
の
テ
レ
ビ
に
は
平
戸
の
観
光
Ｐ

Ｒ
映
像
が
写
し
出
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
音

楽
は
平
戸
市
に
縁
の
あ
る
音
楽
が
流
れ
る

な
ど
、
店
内
は
平
戸
一
色
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　
メ
ニ
ュ
ー
は
、「
平
戸
の
調
味
料
で
味
付

け
ら
れ
た
料
理
」や
、「
す
り
身
揚
げ
」、「
塩

あ
ご
」
な
ど
の
ほ
か
、
旬
の
素
材
を
味
わ
え

る
日
替
わ
り
メ
ニ
ュ
ー
や
、
漁
協
直
送
の
鮮

魚
や
牡
蠣
や
ヒ
オ
ウ
ギ
貝
、
ウ
チ
ワ
エ
ビ

な
ど
が
味
わ
え
ま
す
。
ド
リ
ン
ク
類
は
地

酒
の
ほ
か
、
日
本
酒
に
焼
き
ア
ゴ
を
入
れ

た
「
あ
ご
酒
」
や
、「
夏
香
サ
ワ
ー
」
な
ど
が

楽
し
め
ま
す
。

　　
「
長
崎
県　

平
戸
漁
港　

六
次
朗
」
は
今
後
、

首
都
圏
に
お
け
る
平
戸
市
の
物
産
・
文
化
・

観
光
の
発
信
拠
点
と
し
て
、
ま
た
平
戸
市

を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
施
設
と
し
て
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

　　

多
く
の
人
が
行
き
交
う
Ｊ
Ｒ
上
野
駅
前
の

商
店
が
軒
を
連
ね
る
一
角
に
、
４
月
２
日
、

平
戸
市
産
品
を
中
心
に
提
供
す
る
平
戸
市

ア
ン
テ
ナ
居
酒
屋
「
長
崎
県　

平
戸
漁
港　

六

次
朗
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

六
次
産
学
協
同
事
業
㈱
（
東
京
都
）
が
運
営

す
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
創
生
を
目
的
と
す

る｢

六
次
朗
シ
リ
ー
ズ｣

の
第 

１
弾
と
し
て
、

３
年
間
の
交
渉
の
末
に
実
現
し
た
取
り
組

み
で
す
。

　　
こ
の
大
衆
酒
場｢

六
次
朗
シ
リ
ー
ズ｣

は
、

特
定
産
地
の
魚
介
類
・
農
産
物
な
ど
を
扱

う｢

ご
当
地
酒
場｣

や
、
単
に
産
地
直
送
の

魚
介
類･

農
産
物
な
ど
を
扱
う｢

産
直
居
酒

屋｣
な
ど
と
は
違
い
、
地
域
の
生
産
者
と
直

接
連
携
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
売
り
込

み
た
い
食
材
や
加
工
品
の
Ｐ
Ｒ
、
開
発
さ
れ

た
新
商
品
を
試
験
的
に
活
用
す
る
な
ど
、

地
域
産
品
の
六
次
産
業
化
を
推
進
す
る
受

け
皿
と
し
て
の
役
割
を
担
う
全
国
初
の
大

衆
酒
場
で
す
。

　　
「
緑
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た

入
江
に
あ
る
私
ど
も
の
果
樹
園
は

ミ
ネ
ラ
ル
分
を
た
っ
ぷ
り
含
ん
だ

気
候
風
土
に
育
ま
れ
、
甘
み
の
あ

る
か
ん
き
つ
類
を
栽
培
で
き
ま
す
。

六
次
朗
に
は
夏
香
と
加
工
品
の

ジ
ュ
ー
ス
を
送
っ
て
い
ま
す
。
六
次

朗
は
上
野
駅
の
近
く
に
あ
り
人
通

り
も
多
い
と
思
う
の
で
、
少
し
で

も
多
く
の
人
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
、

興
味
を
抱
い
て
も
ら
い
、
最
終
的

に
は
平
戸
に
足
を
運
ん
で
も
ら
っ
て
、

平
戸
の
魅
力
を
体
感
し
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
ね
。
六
次
朗
が
き
っ

か
け
で
平
戸
フ
ァ
ン
が
増
え
た
ら
最

高
で
す
ね
」

　　
「
生
月
漁
協
か
ら
は
毎
日
定
置

網
で
捕
れ
た
新
鮮
な
タ
イ
や
イ
カ
、

イ
サ
キ
な
ど
を
そ
の
日
の
う
ち
に

活
し
め
を
行
な
い
、
高
鮮
度
の
状

態
で
送
っ
て
い
ま
す
。
平
戸
は
西
の

果
て
に
あ
っ
て
東
京
の
人
に
は
な
じ

み
が
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
六
次

朗
を
き
っ
か
け
に
平
戸
に
も
他
に
負

け
な
い
お
い
し
い
魚
介
類
が
あ
る

こ
と
を
、
東
京
や
、
関
東
の
人
に

も
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。
あ

と
、
関
東
に
は
多
く
の
平
戸
出
身

者
が
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で

も
ら
っ
て
地
元
の
食
材
を
食
べ
て
平

戸
を
懐
か
し
ん
で
も
ら
え
た
ら
う

れ
し
い
で
す
ね
。」

平
戸
一
色
の
店
内

六
次
産
業
化
推
進
の
役
割
を

担
う
全
国
初
の
大
衆
酒
場

さん さん

生産者の声

近藤　重雄
善果園

しげお

生産者の声

福 本　　優
生月漁業協同組合

まさる

堤町の傾斜で太陽の光を
いっぱい浴びて育った夏香。
鮮やかな黄色が旨さの証拠。

生月漁協の定置網で獲れ
た魚介類。どれも新鮮で、
宝石のような輝き放つ。

お
に
よ
う
ち
ょ
う

ゆ
き
お
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ハ
コ
モ
ノ

　　　　

を
考
え
よ
う

平
戸
市
に
見
合
う
公
共
施
設
の

                          

適
正
化
を
目
指
し
て

　　

前
月
号
は
、
本
市
に
お
け
る
公
共
施
設
の
現
状
と
問
題
点
に

つ
い
て
次
の
５
点
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

①
平
戸
市
は
人
口
に
対
し
て
公
共
施
設
が
多
い

②
建
て
替
え
・
改
修
が
迫
っ
て
い
る
公
共
施
設
が
多
い

③
合
併
特
例
措
置
終
了
に
よ
り
交
付
税
が
減
少
す
る

④
公
共
施
設
更
新
費
用
が
増
加
す
る

⑤
人
口
減
少
に
よ
り
税
収
が
減
少
す
る

　　
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
踏
ま
え
、
本
市
で
は
平
成
27
年
３
月
に

公
共
施
設
適
正
化
基
本
方
針
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
月
号
で
は

は
方
針
の
中
身
を
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

行
革
推
進
課
行
革
推
進
班　
☎
内
線
２
３
５
３

第
２
回 

〜
公
共
施
設
の
適
正
化
に
向
け
て
〜

要
な
子
育
て
支
援
や
医
療
給
付
な
ど
の
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
削
ら
な
け
れ
ば
、
収
支
の
バ
ラ

ン
ス
が
と
れ
な
く
な
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

結
果
的
に
公
共
施
設
を
そ
の
ま
ま
維
持
す
る

こ
と
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が

り
ま
す
の
で
、
公
共
施
設
の
量
や
質
に
つ
い

て
整
理
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
必
要

な
の
は
施
設
が
提
供
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
っ

て
、
施
設
そ
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　　
こ
れ
か
ら
は
、
あ
ら
ゆ
る
要
請
に
応
え
て

全
て
の
公
共
施
設
を
維
持
し
て
い
く
の
で
は

な
く
、
現
在
保
有
し
て
い
る
公
共
施
設
を
見

直
し
、
将
来
の
人
口
に
見
合
う
公
共
施
設
の

量
と
質
を
、
利
用
者
で
あ
る
市
民
の
皆
さ
ん

の
声
を
反
映
し
な
が
ら
決
定
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　　

公
共
施
設
の
適
正
化
は
、
全
国
の
自
治
体

が
抱
え
て
い
る
問
題
で
す
。
公
共
施
設
適
正

化
の
必
要
性
を
考
え
る
と
き
に
重
要
な
こ
と

は
、
公
共
施
設
の
更
新
費
用
と
市
民
負
担
の

関
係
で
す
。
本
市
の
平
成
22
〜
24
年
度
の
公

共
施
設
の
更
新
費
用
の
平
均
を
見
る
と
、
約

13
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
民
１
人
当
た

り
に
換
算
す
る
と
年
間
３
８
，
０
０
０
円
の
負

担
と
な
り
ま
す
。

　　

次
に
、
建
て
替
え
時
期
を
迎
え
た
施
設
を

順
じ
更
新
し
て
い
く
こ
と
を
予
測
し
た
場
合
、

今
後
30
年
間
の
公
共
施
設
の
更
新
費
用
は
６

２
７
億
７
，
０
０
０
万
円
と
試
算
さ
れ
、
１
年

あ
た
り
に
換
算
す
る
と
年
間
約
21
億
円
か
か

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
今
後
本
市
の

人
口
減
少
が
進
む
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
人
口

問
題
研
究
所
に
よ
る
推
計
値
で
は
、
平
成
52

年
に
は
１
８
，
９
５
９
人
に
な
る
と
予
測
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
結
果
、
市
民
１
人
当
た
り
の

負
担
額
は
年
間
１
１
０
，
０
０
０
円
に
な
る
と

試
算
さ
れ
ま
す
。

　　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
現
状
の
ま
ま
施

設
を
維
持
す
る
こ
と
は
、
将
来
世
代
へ
大
き

な
負
担
を
残
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　　　

公
共
施
設
の
更
新
費
用
が
増
え
る
と
い
う

こ
と
は
、
私
た
ち
が
生
活
し
て
い
く
上
で
重

公
共
施
設
適
正
化
は
な
ぜ
必

要
な
ん
で
す
か
？

公
共
施
設
の
更
新
費
用
が
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く

平戸市公共施設適正化基本方針の策定
　　前項の問題を受けて、このたび公共施設の適正化を計画的に取り組むため、平戸市公共施設

適正化基本方針を策定しました。 その中で定めた、公共施設の適正化に向けた方針５項目と方向

性は次のとおりです。

38,000円/年
2.9倍

市民１人あたりの公共施設更新費用に係る負担推移

72,000円の増加

市民サービス
　  の低下

平成52年度
年間更新費用：21億円
人口：18,959人

年間更新費用：13億円
人口：34,905人

平成22年度

①公共施設の適正化に向けた方針５項目

平
戸
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

策
定
に
よ
り
具
体
化
を
図
る

平
戸
市
公
共
施
設
適
正
化
基
本
方
針

公共施設の効率的な管理

公共施設の長寿命化

公共施設の複合化

実  施  内  容方 針 ５ 項 目

公共施設の適正配置および保全管理するため
の庁内体制や外部機関などを設置し、適正な
進捗管理を実施する

近接する公共施設の複合化・共有化や、施設
の余剰スペースを活用した集約化・多機能化
により施設価値を高める

市民協働事業または民間委託の導入など
について検討する

定期的な点検・診断を行い、計画的な維
持管理を行う

将来の人口、財政状況、利用実態に見合っ
た公共施設を目指して統廃合を実施する公共施設の総量抑制

公共施設の適正な進捗管理

②公共施設の方向性
公共施設を更新する「機能拠点施設」と、統廃合する「その他の施設」に分類して方向性を定めました。

その他の施設

原則、機能拠点施設への機能の集約化などにより統廃合を進める

機能拠点施設を除いた全ての施設（公民館、コミュニ
ティ施設、公営住宅など）

機能拠点施設

原則、施設の長寿命化や複合化などにより更新する

行政、防災、教育、医療、児童福祉、福祉、生活基
盤機能を有する施設（市庁舎、消防本部、学校など）

110,000円/年

　公共施設の適正化は、「適正化＝廃止」ではありません。必要な施設は残し、政策上必要な施設は新たに造ら
なければなりません。しかし、これまでと同じようにただ残す、ただ造るということでは「適正化」は実現できません。
市民の皆さんの声、専門家の知識などを取り入れ施設の方向性を決定し、仮に施設を新しく造るのであれば、同
じ機能を有している施設の「統廃合」を実施するなど「適正化」を図ります。
　将来世代への負担増を回避するためにも、この取り組みへの市民の皆さんのご理解をお願いします。

　　今後は上記方針を基に、今後30年における公共施設（ハコモノ）と道路、橋りょうなどのインフ

ラ資産を含めた公共施設などの方向性、管理運営方法などを具体化していくために、平戸市公共

施設等総合管理計画を今年度から２カ年で策定していきます。

平戸市公共施設等総合管理計画の策定
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25 シューレンチャンピオンを目指していつまでもお元気で　祝100歳

４
19

４
7

４

　平戸オランダ商館で、「第３回シューレン大会」
が開催されました。シューレンとは、30個の木
製の丸いコマを競技台の上で滑らせて、１～４点
のいずれかの穴に入れて得点を競うオランダの伝
統的なゲームです。
　今回は、子どもの部に31人、一般の部に20人
が参加。子どもの部で栗山優月さんが、一般の部
で出口はるかさんが優勝し、見事第３代シューレ
ンチャンピオンに輝きました。栗山さんは、「ね
らったところに入れるのが難しかったけど、優勝
できてうれしいです」と優勝の喜びを話しました。

　生月町の橋口傳一さんが、３月22日100歳の
お誕生日を迎えられ、黒田市長が入院先である生
月病院を訪れ、花束と記念品を贈り長寿を祝いま
した。若い頃は兵役で戦地に赴き、終戦後は船員
として活躍され、その後生月中学校が新築される
と60歳過ぎまで用務員として勤務されました。
　現在は生月病院に入院中ですが、入院前までは
近所での井戸端会議や神社への参拝などを日課と
した生活を過ごされました。お祝い式では、家族
らに囲まれ、親戚の双子の姉妹から花束を受け、
嬉しそうにされていました。

　千里ヶ浜鄭成功記念公園にて、「第 12 回アサリ
どっさり潮干狩り大会ｉｎ千里ヶ浜」（中野漁協西
目青年部主催）が開催されました。当日は、あいに
くの雨模様でしたが、びしょ濡れになりながらも、
大人から子どもまで潮干狩りに夢中になっていま
した。今回は、例年よりも少ない参加者でしたが、
その分たくさんのアサリを獲得することができ、
参加した皆さんは大満足の様子でした。また、会場
では、地元の特産品の川内かまぼこや、その日の朝
に捕れた新鮮な魚介類などの海鮮バーベキューも
行われ、平戸の海の幸を十分堪能していました。

　市内の小中学校で入学式が行われました。生月
中学校（木寺剛校長 山本恒太生徒会長 全校生徒
141人）では、男子25人女子17人の計42人が新
１年生となりました。
　式では、校長先生の「『今日よりは 幼心を打ち
捨てて 人と成りにし 道を踏めかし』という吉田
松陰の言葉にあるように、これからは親に頼らず、
一人立ちできるような人間になれるよう心がけて
ください」という言葉に、新入生も真剣なまなざ
しで聞きいっていました。今年度の入学者数は、
小学校248人、中学校262人でした。

　旧武家屋敷や旧家の庭などを一般公開する「第
14回 平戸お庭めぐり」が岩の上町や田平町など
市内９カ所（熊澤三郎記念館、志自岐家、大曲敦家、
内野家、川谷家、大曲公家、梅ヶ谷津偕楽園、永
山家、鮎川家）で開催されました。
　旧家の中には国の有形文化財に登録されている
住宅もあり、庭には八重桜やつつじなどの花が見
頃を迎えていました。それぞれの屋敷では趣向を
凝らしたおもてなしで訪問客を迎えていて、熊澤
三郎記念館では多くの訪問者があり、皆さん風情
ある庭園に魅了されていました。

さらに安全・安心のまちに！木ヶ津に桜と灯篭のイルミネーション

　平戸市消防本部において、「平戸市消防本部庁
舎落成式」が開催されました。この日は玄関前で
のテープカットの後、３階の大会議室に会場を移
し式典が行なわれました。続いて施設内見学、訓
練塔前で消防隊員によるロープブリッジ救出訓練
が披露されました。
　新庁舎には、高機能消防通信指令システムを導
入し、24時間体制で救急の連絡に備えます。また、
建物の色も町並みに溶け込む色にし、高さも抑え
るなど本市の景観にも配慮した庁舎になっていま
す。

　木ヶ津町一帯で、「第13回木ヶ津千灯篭春まつり」
（木ヶ津千灯篭春まつり実行委員会主催）が開催さ
れました。まつりでは、地元の野菜・海産物の販売、
お殿様お姫様行列、もちまきやフラダンスなどが
行われました。また、松口ようこさんのピアノ弾
き語りも行われ、木ヶ津の夜に、光と音のハーモ
ニーを奏でていました。
   日没後には、100基の石灯篭と４千本の竹あか
りにろうそくがともり、さらに桜の木もライトアッ
プされ、非日常的で幻想的な風景に、訪れた市民
や観光客の皆さんもすっかり魅了されていました。

情緒豊かな庭園に魅了 少し大きめの制服に身を包んで

アサリどっさりで家族みんな大満足！

３
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３
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４
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オランダ王国 ノールトワイケルハウト市 姉妹都市交流事業オランダ王国 ノールトワイケルハウト市 姉妹都市交流事業

                           （青少年訪問団）第３期生レポート  2015.3.2 ～ 14                           （青少年訪問団）第３期生レポート  2015.3.2 ～ 14

③

①②両国紹介プレゼンテー

ション③両国高校生による

ダンス④⑤市役所訪問⑥⑦

老人ホーム訪問⑧⑨球根生

産場見学⑩VOC帆船復元

施設での鍛冶屋体験　　　　  
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                           （青少年訪問団）第３期生レポート  2015.3.2 ～ 14
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第
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の
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集
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募
集
人
員　

12
人
（
男
女
各
６
人
）

　

対

象

者

市
内
に
住
所
を
有
す
る

　　　　　　　　　

高
校
１
・
２
年
生
（
市
内
の

　　　　　　　　　

高
校
に
在
学
し
て
い
る
人
）

　　

応
募
締
切　

平
成
27
年
５
月
15
日
（
金
）

　　　　　　　　　
（
各
学
校
へ
提
出
）
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問
合
せ　

文
化
交
流
課
交
流
推
進
班

　　　　　　　　　　　　　　　　

℡
内
線
２
２
６
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こ
の
事
業
は
、
平
成
23
年
９
月
18

日
オ
ラ
ン
ダ
王
国
ノ
ー
ル
ト
ワ
イ
ケ
ル

ハ
ウ
ト
市
と
の
姉
妹
都
市
締
結
を
契
機

に
平
成
24
年
度
か
ら
実
施
し
、
高
校

生
を
相
互
派
遣
し
短
期
留
学
（
約
２
週

間
）
と
い
う
形
で
、
異
文
化
の
生
活
を

経
験
し
、
平
戸
の
将
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
国
際
的
な
視
野
を
広
げ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　　　　
３
月
２
日
か
ら
14
日
ま
で
13
日
間
の

日
程
で
、
市
内
高
校
に
在
学
し
て
い
る

12
人
（
男
子
６
人
・
女
子
６
人
）
と
随

行
員
を
含
め
た
15
人
の
訪
問
団
で
オ
ラ

ン
ダ
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　　

留
学
中
は
、
各
パ
ー
ト
ナ
ー
の
家
庭

に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、
市
内
に
あ
る
レ
ー

ウ
ェ
ン
ホ
ル
ス
ト
中
高
学
校
へ
自
転
車

通
学
し
ま
し
た
。

　　

学
校
で
は
、
歴
史
、
科
学
や
音
楽
な

ど
交
流
事
業
独
自
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
中
心
に
学
習
し
、
ま
た
、
パ
ー
ト
ナ
ー

が
普
段
受
け
て
い
る
オ
ラ
ン
ダ
の
授
業

に
も
参
加
し
ま
し
た
。
お
互
い
の
国
紹

介
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
両
国
の

文
化
に
つ
い
て
発
表
し
、
日
本
の
四
季

を
通
じ
て
平
戸
の
高
校
生
の
日
常
生
活

を
紹
介
し
、
ダ
ン
ス
も
披
露
し
ま
し
た
。

　　

最
後
に
披
露
し
た
両
国
生
徒
全
員

で
の
ダ
ン
ス
に
は
、
第
１
・
２
期
生
も

加
わ
り
、
観
覧
し
て
い
た
保
護
者
か
ら

大
き
な
声
援
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　 　  　　

学
校
の
外
で
は
、市
役
所
を
表
敬
訪
問
、

老
人
ホ
ー
ム
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
な
ど
の
球
根
生
産
場
見
学
、

Ｖ
Ｏ
Ｃ
帆
船
復
元
施
設
を
訪
問
し
た
り

と
、
オ
ラ
ン
ダ
の
文
化
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

短
期
留
学
の
目
的　　
　　

○
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上

　　　　
オ
ラ
ン
ダ
の
家
庭
へ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
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自
分
ひ
と
り
で
会
話
す
る
こ
と
、
ま
た
は
、

　　

生
活
を
通
し
て
自
己
主
張
や
家
族
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の
触
れ
合
い
に
よ
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

   

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
向
上
し
ま
す
。

○
英
語
力
の
向
上

　　　　

英
会
話
が
通
じ
た
際
の
喜
び
か
ら
英

　　

語
力
に
自
身
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

   

英
語
力
の
必
要
性
を
体
感
す
る
こ
と
に

　　

よ
り
、
今
後
の
取
り
組
み
が
積
極
的
に

　　

な
り
、
英
語
力
向
上
が
期
待
で
き
ま
す
。

○
ふ
る
さ
と
の
文
化
を
再
認
識

　　　　

歴
史
的
建
造
物
、
文
化
や
習
慣
、

　　

家
庭
料
理
な
ど
オ
ラ
ン
ダ
の
魅
力
を

　　

体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
平
戸
や
日

　　

本
文
化
に
対
す
る
考
え
を
見
つ
め
直

　　

し
、
地
元
の
魅
力
を
再
発
見
で
き
ま
す
。

○
将
来
へ
の
ス
キ
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ア
ッ
プ　

　　　　
オ
ラ
ン
ダ
の
高
校
生
や
市
内
各
学

　　

校
の
生
徒
同
士
で
情
報
交
換
す
る
こ
と

　　
に
よ
り
、
将
来
の
目
標
を
考
え
る
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会
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
高

　
　

校
生
の
海
外
で
の
体
験
は
、
進
学
や

　　

就
職
な
ど
、
今
後
の
人
生
に
お
い
て

　　

貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
す
。　

　　   

ま
た
、
海
外
渡
航
に
か
か
る
手
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き
お
よ
び
両
替
（
ユ
ー
ロ
）、
交
通
規
則
、

　　

学
校
や
家
庭
で
の
日
常
生
活
の
違
い
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体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際
的
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が
広
が
り
ま
す
。
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た
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猶
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館
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「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

　　

私
は
人
見
知
り
な
の
で
、
自
分
の
意

見
が
言
え
な
い
と
き
、
上
手
く
い
か
な

い
と
き
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
オ
ラ

ン
ダ
人
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
過
ご
す
こ

と
で
、
少
し
ず
つ
そ
ん
な
自
分
が
変
わ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、「
自
分
は

こ
れ
が
良
い
」「
あ
れ
が
や
り
た
い
」
な

ど
自
分
の
意
見
が
言
え
る
よ
う
に
な
り
、

自
己
主
張
が
前
よ
り
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
人
か
ら
質
問
さ
れ
た
と
き

な
ど
、
き
ち
ん
と
主
張
し
な
い
と
相
手

に
失
礼
で
す
し
、
自
分
も
損
す
る
こ
と

に
も
な
り
ま
す
。

　　
こ
の
体
験
が
あ
っ
て
、
自
分
か
ら
言

わ
な
い
と
意
見
や
気
持
ち
は
伝
わ
ら
な

い
と
気
づ
き
ま
し
た
。

  

北
松
農
業
高
校　

前
原　

陽
輔

「
オ
ラ
ン
ダ
の
地
形
」

　　
オ
ラ
ン
ダ
で
最
初
に
驚
い
た
こ
と
は
、

平
地
で
あ
る
た
め
地
平
線
が
見
え
た
こ

と
で
す
。
日
本
で
は
、
山
や
坂
な
ど
が

多
い
た
め
、
あ
ま
り
地
平
線
を
見
た
こ

と
が
な
か
っ
た
の
で
、
す
ご
く
感
動
し
ま

し
た
。
作
物
な
ど
を
栽
培
す
る
の
に
適

し
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

　　　　保
護
者
の
感
想

　　

10
月
受
け
入
れ
の
際
、
言
葉
も
文
化

も
習
慣
も
違
う
１
９
１
cm
の
高
校
生
が
我

が
家
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
息
子
の
英
語

も
少
し
ず
つ
通
じ
る
よ
う
に
な
り
、
涙
の

別
れ
か
ら
、
３
月
の
訪
問
時
に
は
、
パ
ー

ト
ナ
ー
の
ア
ル
バ
イ
ト
先
で
皿
洗
い
を
し

た
と
き
、「
一
緒
に
働
か
な
い
か
？
」
と

言
わ
れ
た
と
笑
っ
て
い
ま
し
た
。（
田
中
）
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鶴田　滋

松永　安雄

春野　留二

城　勇

田中　壽

永田孝次郎

小田　覚

坂本　良一

藤澤　敏孝

村瀬　和男

木村　孝市

岡村　良助

松永　幸久

吉冨　作雄

谷田　美幸

髙本　健治

久家　栄

松永　安則

久保田幸男

江田　勝

切江　博

外輪　

宇野　密雄

三德屋金一

川上　勝

松瀨　強

栁本　武雄

藤原　榮

横山　久一

磯本　重明

木下　敏秀

堺　勇二

井元久美男

川下　一清

立石傳太郎

山浦　浩明

　市内各地区から推薦された 163 人に、平成 27 年度の嘱託員として辞令が交
付されました。嘱託員の皆さんは、各担当区域内の世帯台帳の整備や、市から

の伝達（文書、広報紙などの回覧や配布）、そのほか広報などの事務を行います。

市民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。 　
■お問い合わせ　地域協働課協働交通政策班　☎内線 2308

行政区

魚の棚町

紺屋町

木引田町

築地町

宮の町

浦の町

崎方町

大山

川内在

川内浦

中野大久保

水垂

山中

坊方

主師

山野白石

下中野

古江

大瀬

春日

高越

大石脇

獅子第１

獅子第２

獅子第３

獅子第４

根獅子第１

根獅子第２

根獅子第３

根獅子第４

飯良第１

飯良第２

紐差第１

紐差第２

紐差第３

紐差第４

朶の原

深川

よ　み

うおのたなちょう

こうやまち

きひきだちょう

つきじちょう

みやのちょう

うらのちょう

さきがたちょう

おおやま

かわちざい

かわちうら

なかのおおくぼ

みずたり

やまなか

ぼうがた

しゅうし

やまのしらいし

しもなかの

ふるえ

おおぜ

かすが

たかごえ

おおいしわき

ししだいいち

ししだいに

ししだいさん

ししだいよん

ねしこだいいち

ねしこだいに

ねしこだいさん

ねしこだいよん

いいらだいいち

いいらだいに

ひもさしだいいち

ひもさしだいに

ひもさしだいさん

ひもさしだいよん

へごのはら

ふかがわ

よ　み

よしだ　りょうぞう

ふじい　けいじ

えだ　ひろゆき

えいふく　ひろあき

ありうら　すすむ

なかやま　ふみお

あぶらや　しょうじ

よこお　ひでお

なえだ　たかゆき

おか　かずよし

まつもと　よしのり　

たくしま　せいごう

いわた　しげのり

もとやま　きよし

こうだ　まさと

やまの　さとし

まえかわ　たかよし

こんどう　ひでたけ

とくなが　しんいち

くぼかわ　てつなり

かもがわ　やそいち

ながた　しょうじ

やまうら　はじめ

ながた　はじめ

はまべ　よしお

つじもと　えいいち

まつやま　いねとし

むらた　ひろよし

おかむら　よしのり

まつぐち　たかつぎ

むらた　としゆき

むらた　つねひろ

まえかわ　えいじ

つかもと　いさむ

まつせ　なおよし

ひろた　よしゆき

はしもと　みつあき

まつなが　かずひさ　

行政区

迎紐差

木ヶ津第１

木ヶ津第２

木ヶ津第３

木ヶ津第４

大川原

赤松

草積

石原田

木場

田崎

神鳥

宝亀第１

宝亀第２

宝亀第３

宝亀第４

上中津良

下中津良

敷佐

猪渡谷

堤

神船

津吉中央

津吉元

中山

鮎川

大佐志

田代

神上

前津吉浜

前津吉浦

船木

早福

大志々伎

志々伎浦

志々伎岡

肥

船越

向月

野子

宮の浦

高島

生月地区

御崎

壱部

堺目

よ　み

むかえひもさし

きがつだいいち

きがつだいに

きがつだいさん

きがつだいよん

おおかわら

あかまつ

くさづみ

いしはらだ

こば

たさき

かんどり

ほうきだいいち

ほうきだいに

ほうきだいさん

ほうきだいよん

かみなかつら

しもなかつら

しきさ

いとや

つつみ

しぶね

つよしちゅうおう

つよしもと

なかやま

あゆかわ

おおざし

たしろ

かみあげ

まえつよしはま

まえつよしうら

ふなぎ

はいふく

おおしじき

しじきうら

しじきおか

こえ

ふなこし

こうげつ

のこ

みやのうら

たかしま

みさき

いちぶ

さかいめ

よ　み

まつお　きよひさ

ふじた　たつお

くが　あさお

たねうら　たけひさ

ささき　みのる

はしもと　きみお

たぐち　ひさお

なかむら　まさゆき

もりさき　よしたか

もとやま　かつなり

やまがしら　ひさよし

まえだ　はるお

いしだ　せいごう

もりした　ひろふみ

みすえ　はやと

むらかわ　けんじ

かとう　たかのり

やなぎはら　ひさゆき

やまもと　のぼる

おおいし　まさひろ

ひだか　りんぞう

やました　もとよし

ごとう　まこと

しもがわ　ゆきお

のもと　よしかず

さとよし　くにひろ

やまの　かんいち

ながいし　きよし

もり　よねゆき

たけふじ　かずみ

あおさき　ひでお

きむら　ときお

えぐち　まさつぐ

さなべ　たけあき

にしかわ　かずひこ

たけやま　せいじ　

かわくぼ　きいち

おぐす　きよひさ

よしおか　せいいち

うらかみ　かつき

しばやま　みつとし

まつなが　きとし

まつだ　みつよし

いしかわ　たかお

すえなが　たけよし

行政区

元触

浦北

浦南

山田

舘浦浜

舘浦屋敷

舘浦潮見

田平地区

日の浦

野田

永久保

大崎

釜田

大久保

山内

平戸口

永田

坊田

小手田

米の内

東荻田

西荻田

南荻田

下寺

生向

外目

以善

万場

田代

古梶

深月

下里

上里

岳崎

福崎

小崎

上亀

下亀

大島地区

西神浦

東神浦

前平

西宇戸

大根坂

的山浦

的山在

よ　み

もとふれ

うらきた

うらみなみ

やまだ

たちうらはま

たちうらやしき

たちうらしおみ

ひのうら

のだ

ながくぼ

おおさき

かまた

おおくぼ

やまのうち

ひらどぐち

ながた

ぼうだ

こてだ

こめのうち

ひがしおぎた

にしおぎた

みなみおぎた

しもでら

いけむこ

そとめ

いよし

まんば

たしろ

ふるかじ

ふかつき

しもざと

かみざと

たけざき

ふくざき

こざき

かみがめ

しもがめ

にしこうのうら

ひがしこうのうら

まえびら

にしうど

おおねざか

あづちうら

あづちざい

よ　み

たぶち　としお

はまさき　かずとし

ごとう　きよし

つかもと　まさひで

とだ　いくよし

にしざわ　やすひろ

かわぶち　ひろみ

もりた　まさお

なかにし　まさと

ながしま　まさひこ

しが　つとむ

のがみ　けんし

ひわだ　まさお

くばら　てつお

やすこうち　たけし

もり　きいちろう

まつなが　もりあき

やまぐち　ひろとし

いしい　いわお

おおた　せいき

おざき　やすたか

いまむら　くにお

なかむら　まさとし

まつせ　ぐんいちろう

やすだ　ゆたか

もとかわ　たもつ

まつだ　ただつぐ

ふじもと　はるまさ

かもり　いさお

むらた　しげみつ

かわもと　まさお

いでぐち　はるお

はやし　みゆき

よしふく　ひろみ

くま　ひでゆき

まつもと　めぐみ

おおじも　とみお

ながた　いくろう

ふくだ　ひろし

たなか　あきら

しばやま　ひでとし

いわい　かつじ

いわみ　せいいち

おかむら　ゆきお

行政区

平戸地区

亀岡

清水川

白浜

稗田

中の崎

下大垣

上大垣

明の川内

高麗町

戸石川

杉山

大野

木引

赤坂

後平

薄香越

西の久保

梅崎

薄香浦

田原崎

小川

大久保

中の原

幸の浦

田の浦

曲り

潮の浦

神崎

田助浦

田助在

油水

度島浦

度島中部

度島三免

新町

職人町

よ　み

かめおか

しみずがわ

しらはま

ひえだ

なかのさき

しもおおがき

かみおおがき

あけのかわち

こうらいまち

といしがわ

すぎやま

おおの

こひき

あかさか

うしろびら

うすかごえ

にしのくぼ

うめざき

うすかうら

たわらざき

こがわ

おおくぼ

なかのばる

こうのうら

たのうら

まがり

しおのうら

こうざき

たすけうら

たすけざい

あぶらみず

たくしまうら

たくしまちゅうぶ

たくしまさんめん

しんまち

しょくにんちょう

よ　み

つるた　しげる

まつなが　やすお

はるの　とめじ

じょう　いさむ

たなか　ひさし

ながた　こうじろう

おだ　さとし

さかもと　りょういち

ふじさわ　としたか

むらせ　かずお

きむら　こういち

おかむら　りょうすけ

まつなが　ゆきひさ

よしとみ　さくお

たにだ　よしゆき

たかもと　けんじ

くが　さかえ

まつなが　やすのり

くぼた　ゆきお

えだ　まさる

きりえ　ひろし

そとわ　たかし

うの　みつお

さんとくや　きんいち

かわかみ　まさる

まつせ　つよし

やなぎもと　たけお

ふじはら　さかえ

よこやま　ひさいち

いそもと　しげあき

きのした　としひで

さかい　ゆうじ

いのもと　くみお

かわしも　かずきよ

たていし　でんたろう

やまうら　ひろあき

平成27年度嘱託員名簿 （敬称略）

平成27年度の嘱託員を紹介します

広報ひらど 平成27年５月号 10Hirado City Public Relations,2015.511

松尾喜代久

藤田　辰雄

久家　浅雄

種浦　武久

佐々木　稔

橋本喜美雄

田口　久男

中村　正之

森崎　　隆

本山　勝成

山頭　久義

前田　晴夫

石田　誠郷

森下　博文

三末　勇人

村川　健治

加藤　孝德

栁原　久之

山本　登

大石　正

日高　林蔵

山下　元美

五嶋　誠

下川　幸男

野元　義和

里美　邦弘

山野　寛一

永石　

森　米行

竹藤　和美

青﨑日出男

木村　時夫

江口　政次

真辺　武昭

西川　和彦

竹山　清次

川久保喜市

小楠　清久

吉岡　精市
浦上　勝喜

柴山　光利

松永　喜敏

松田　充順

石川　　雄

末永　武好

吉田　良三

藤井　啓二

江田　廣行

永福　廣昭

有浦　奬

中山　文生

油屋　昭治

横尾　秀雄

苗田　隆行

岡　一義

松本　義規

度島　正剛

岩田　重憲

本山　清

神田　征人

山野　敏

前川　隆義

近藤　秀武

徳永　新市

久保川哲成

鴨川八十一

永田　昇治

山浦　一

永田　肇

濱辺　義男

辻元　栄一

松山　稻敏

村田　大義

岡村　喜則

松口　隆次

村田　利行

村田　常広

前川　栄治

塚本　勇

松瀬　直善

　田　義幸

橋本　蜜昭

松永　一久

田渕　俊雄

濵﨑　壽利

後藤　

塚本　雅英

戸田　幾嘉

西澤　安　

川渕　洋海

森田　正生

中西　正人

長嶋　正彦

志賀　勉

野上　憲司

日和田政雄

久　　鐵男

安河内　毅

森　喜一郎

松永　盛明

山口　　俊

石井　岩夫

太田　正喜

尾﨑　安孝

　村　國男

中村　正利

松瀬郡一郎

安田　豊

本川　保

松田　忠傳

藤本　治正

冠　伊佐男

村田　重光

川本　正男

出口　治雄

林　幸

吉福　弘実

隈　秀敬

松本　恵

大下　富生

永田　郁郎

福田　洋

田中　彰

柴山　英利

岩井　克二

石見　清一

岡村　幸夫

氏名

氏名

氏名 氏名
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健康・福祉いきいき通信 健康・福祉いきいき通信

健康・福祉

いきいき通信
介護保険料は、介護保険の大切な財源です！５歳児発達健診と高齢者肺炎球菌予防接種について

　　介護保険は、４０歳以上の皆さんが納めている保険料が大切な財源になっています。

介護が必要となった時、誰もが安心してサービスを利用できるよう、保険料は忘れずに

納期内に納めましょう。

　　　　　　　　　　　　　　 　■お問い合わせ　福祉課介護保険班　☎内線2588

■お問い合わせ　保健センター保健サービス班　☎57-0977

③保険給付の減額、高額介護サービス費などの不支給

②保険給付の支払い一時差し止め

①保険給付の償還払い化 ※保険料滞納月（納期）から1年経過した場合

※保険料滞納月（納期）から１年６か月経過した場合

※保険料滞納月（納期）から2年以上経過した場合

利用者は介護サービスを受けた際、サービス提供者にいったん全額（10割）を支払い、市役所で9割または８割分
の返還手続きをします。

利用者は介護サービスを受けた際、サービス提供者にいったん全額（10割）を支払い、9割または８割分の返還に
ついて、全額もしくは一部を差し止めます。

滞納額に応じて期間を算定し、その間に利用する介護保険サービス費の自己負担を「1割または２割」から「3割」に

引き上げます。利用者は、１カ月に支払った自己負担額が規定の上限を超えた場合、その超過分を支給する「高額

介護サービス費」、施設サービス・短期入所サービスの食費や居住費を軽減する「特定入所者介護（介護予防）サー

ビス費」について、給付制限期間中はその支給を受けられません。

   通常、介護サービスを利用した際の本人の負担は「1割または２割」（※）ですが、介護保険料を滞納すると、その期

間や額に応じて3段階の制限が課されます。　※２割は８月から

介護保険料（普通徴収）の納め忘れはありませんか？

介護サービスを利用し、自己負担額が高額になった場合
   同じ月に利用した介護サービス利用負担（1割または2割）の合計が高額になり、下記の限度額を超えたときは、超え

た分が「高額介護サービス費」として後から給付され、負担が軽くなります。対象になる人には、通知します。また、８

月からは現役並み所得者相当の人の限度額が変更になります。

市民税課税世帯の人

世帯全員が市民税非課税

・老齢福祉年金受給者の人
・前年の合計所得と課税年金収入額
の合計が800,000円以下の人

生活保護の受給者

24,600円（世帯）
15,000円（個人）

15,000円

区分

24,600円

限度額

37,200円 市民税課税世帯の人

世帯全員が市民税非課税

・老齢福祉年金受給者
・前年の合計所得と課税年金収入額
　の合計が800,000円以下の人

生活保護の受給者

区分 限度額

37,200円

24,600円

24,600円（世帯）
15,000円（個人）

15,000円

医療保険制度における
現役並み所得者相当の人（※） 44,400円

※同一世帯内に65歳以上（１号被保険者）で課税所得145万円以上
　の人がいる世帯。ただし、単身世帯で収入が383万円未満、65歳
　以上（第１号被保険者）の人が２人以上の世帯で収入の合計が520
　万円未満の場合は、「市民税課税世帯の人」と同様となります。

自己負担の限度額（月額）　※7月まで

自己負担の限度額（月額）　※８月から

対象者

高齢者肺炎球菌予防接種

　　肺炎は日本人の死因の第３位ですが、肺炎による死亡者の９５％は６５歳以上の高齢者となっています。発症後に急激

に症状が進むことがありますので、予防接種を受けましょう。予防接種法に基づき平成２６年度から３０年度までの間に１

人１回の公費助成を行います。

接種費用

接種方法 個人で希望する医療機関に３日前までに予約のうえ接種

自己負担4,000円(公費負担4,138円)　※生活保護受給者の場合　自己負担無料(全額公費負担)

②接種時に60歳～ 64歳で、心臓･腎臓･呼吸器･ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能に障がい
　がある人(身体障害者手帳１級相当)

①平成27年度内に、次の年齢になる人：65歳･70歳･75歳･80歳･85歳･90歳･95歳･100歳

※注意　①これまでに「ニューモバックスNP」ワクチンを接種したことがある人は対象外です。
　　　　②特に5年以内に接種した人が再度接種した場合、注射部位の痛み･腫れなどの副
　　　　　反応が強く発現するといわれています。

５歳児発達健診と発達専門相談

　　「健康管理」として皆さんはどんなことに気をつけていますか。病気や障

がいが起こって治療など管理するだけでなく、その予防行動としての予防

接種や異常の兆候の早期発見のための検査・健診はとても大切です。

   今年から実施する年中児を対象とした「５歳児発達健診」と、昨年度か

ら予防接種法に基づき実施している高齢者を対象とした「肺炎球菌予防接

種」についてお知らせします。

　　平成27年度から65歳以上の介護保険料の負担割合が変更になりま

した。負担割合は、65歳以上と40 ～ 64歳の人口比率をもとに決めら

れます。65歳以上の人口が増加しているなか、両者の１人あたりの保険

料の均衡を図るために、3年に１度介護保険料が見直されます。　

　　　　　　　　　　　　　　 

社会全体で介護保険を支えています！

28％

50％ 22％
公費（税金）

国25％
都道府県12.5％
市区町村12.5％

※在宅の場合の内訳

40 ～ 64歳の
人の保険料

65歳以上の人
の保険料

H27介護保険料負担割合

　　５歳児は、心も体も成長していき、協調性や社会性が育つ大切な年頃です。

　　今年度より市内全保育所・幼稚園において、園児の成長について一緒に考える機会として５歳児発達健診を

実施し、園児がスムーズに学校生活に入っていけるよう支援します。

　　この健診では、身体と合わせて、情緒面での園児の様子確認を主な内容としています。「落ち着きがない」、「人

との関わりが上手くできない」、「整理整頓ができない」など、普段の生活場面での困りごとに対応するため、

各保育所幼稚園における園児のお遊びも含め、活動の様子や身体の状態を確認し、結果を保護者にお伝えし

ます。

　　また、今年度からは、発達専門相談も開設しますので、気

になる園児の場合は、その相談への紹介も行ないます。この

発達専門相談は、５歳児発達健診受診者に限らず、１歳６か月

児健診や３歳児健診の受診者なども含め、幼児期にご心配が

ある場合、相談を受けることができます。

　　気になることがあれば、いつでも保健センターにお問い合

わせください。
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■名　称

　ウシワキの森

■種　別

　市指定史跡

■指定年月日

　平成27年3月27日

■所有者　平戸市

■所在地

　平戸市大石脇町

■名　称

　鄭成功関連史跡

　(児誕石・鄭成功碑)

■種　別

　市指定史跡

■指定年月日

　平成27年3月27日

■管理者　平戸市

■所在地

　平戸市川内町　
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▲鄭成功碑

▲ウシワキの森
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～図書館からのお知らせ～ 永田記念図書館開館時間：午前10時～午後6時（金曜日午前10時～午後7時）

このほかにもたくさんの
新着図書があります！！

田平町中央公民館図書室 ☎57‐0207

大島村公民館図書室 ☎55‐2985

南部公民館図書室 ☎27‐0047

生月支所図書室 ☎53‐2111

■おはなし会／毎週土曜日　午後2時～
　　　　　　　市ふれあいセンター児童室

■子ども読書の日おはなし会／ 16日　
　　　　　　　午前10時～　市ふれあいセンター会議室

平戸図書館 ☎22‐4017

●５月の主なもよおし●

永田記念図書館 ☎28‐0128

◎休館日／５日　     、12日　、19日　、26日　、31日祝･火

土

火 火 日火

平 永 南 生 田
大

※　：平戸図書館　　：永田記念図書館　　：南部公民館図書室　　：生月支所図書室　　：田平町中央公民館図書室
　　：大島村公民館図書室　

■図書館ホームページ■
インターネットを使って図書館の情報を見ることができます。

◎パソコンから
　URL http://www.hirado-libraries.jp/

◎携帯電話から
　携帯電話のバーコードリーダーで右のＱＲ
コードを読み込んで簡単にアクセスできます。

生

　世界の数々の洋菓子コンクールで
輝かしい受賞歴を誇る、文字どおり
世界一のパティシエ。出身地・石川
県が舞台のＮＨＫ連続テレビ小説「ま
れ」の製菓指導も行う菓子職人が、ど
うやって世界一になったのか。辻口
流夢のつかみ方が綴られています。

　かわいいねこのとらちゃんと一緒
に、いろいろなものを食べましょう。
おにぎりモグモグ、うどんはチュル
チュル、バナナはどうやって食べる
のかな？食べたり飲んだりの擬音に、
赤ちゃんもきっと興味津々。初めて
の読み聞かせにぴったりです。

　森の中で開かれた、子どもたちの
おすもう大会。こりすたちがそれを
見て、自分たちもおすもうを始めま
した。小さくてかわいい、よつごの
こりすたちの写真がいっぱい。自然
写真家・西村豊がとらえた森の中の
小さな世界をお楽しみください。

『世界一のパティシエになる！
  ケーキ職人辻口博啓ものがたり』
著／輔老　心、出版社／岩崎書店
出版年／２０１５.３月

『モグモグとらちゃん』

著／西村　豊、出版社／アリス館
出版年／２０１５.４月

南

作・絵／新井洋行
出版社／小学館
出版年／２０１５.３月

永

『はるくんのおすもう
　　　  よつごのこりす』

　料理上手なブロガーさん15人の、ちょっ
としたおもてなしの日の食卓写真400点。
趣味のお友だち、ママ友、義理のお母さん
や夫の友人など、誰かを招く日のメニュー
やテーブルコーディネートの参考になるリ
アルなおもてなしスナップが満載です。

編／ＳＥ編集部、出版社／翔泳社
出版年／２０１５.４月

　1966年の発表以来、多くの映画や
舞台作品が生まれ、この４月からもテ
レビドラマが放送中です。幼児並みの
知能から脳手術で天才へと変貌した青
年が運命に翻弄され、愛とは、幸せと
は何かを求めもがく姿。痛ましいほど
の思いが胸を打つ感動作です。

『アルジャーノンに花束を』
著／ダニエル・キイス
訳／小尾芙佐、出版社／早川書房
出版年／２０１５.４月

　世界新三大夜景に選ばれた長崎、
日本のハンバーガー発祥の地・佐世
保…。県民性や郷土自慢、伝統文化
にグルメなど、長崎県の魅力がいっ
ぱい。カステラやちゃんぽんだけじゃ
ない長崎を、声優でゲーマー・長崎
出身の著者が紹介しています。

『長崎あるある』
著／古川小百合
画／タナカユウコ、ねねこ
出版社／ TOブックス
出版年／２０１５.３月

平 永 田

大

永

◎休館日／平戸図書館は新図書館準備のため、新図書館
開館（今夏）まで休館しています。ご迷惑をお
かけします。図書の返却は平戸市離島開発総
合センター１階の返却ポストへお願いします。

『みんなのおもてなし日記
 「わあ！すごい」と歓声があがった
  おもてなし達人15人のテーブル』

て
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例

ＰＮ  anonymity
タイトル  命をつなぐ
H27年２月の終わり頃から開花し始めました。こ
の胡蝶蘭のように強くたくましくありたいです。

初めてタコの
つかみ取りをしたよー！
最初はちょっと怖かった
けど、楽しかったー！

　市民の皆さんからの「子育て」に関する情報を紹介しま
す。「親子で楽しめるイベント」や「講座の案内」などを、

広報ひらど編集室までお寄せください。

※掲載できる枠に限りがあります。お寄せいただいた情報

　は必ずしも掲載とは限りませんのでご了承ください。

【あて先】　〒859-5192　広報ひらど「おひさま」コーナー
Ｅメール　kouhou@city.hirado.lg.jp　FAX　22-5178

子育て情報をお寄せください
■Ｅメールで投稿
　kouhou@city.hirado.lg.jp
　宛にメールを送信。

■郵便で投稿
　〒859-5192（住所不要）
　平戸市役所  広報ひらど
　「写メってみんね。」係
　※プリント写真は「Ｌサ

　　イズ」または「はがきサ

　　イズ」でお送りくださ

　　い。

☆まちの話題！Photoコーナー

　    　 ４月４・５日、田平地区の3rdBASEcafe
と南部地区の早福町交流センターで音

楽イベントが開催されました。両日と

も、プロアマのミュージシャンによる

ライブが実施され、参加者・観客とも

に、大いににぎわっていました。

　 ４月２日、卓球パラリンピック日本

代表の立石アルファ裕一選手（右）が市

長を表敬訪問しました。立石選手は、来

年ブラジルで行なわれるリオデジャネ

イロパラリンピックに向けて平戸で強

化合宿を行います。

▼ ▼

卓球パラリンピック日本代表
選手平戸市を訪問 平戸一番音楽祭2015を開催

皆さんからの情報皆さんからの情報を
お待ちしています！お待ちしています！
皆さんからの情報を
お待ちしています！

このコーナーは、広報ひらどの読者の皆さん
とつくるページです。「写メってみんね。」の
投稿写真は、こちらで紹介します。
広報ひらどへの感想や、身近な出来事などの
声もお寄せください。

c
o
m
m
u
n
ity

市民のひろば
Ci t i z e n ’ｓ　P l a z a
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　あなたが撮った写真を広報紙に。

　読者の皆さんが撮った写真を紹介するコーナー「写

メってみんね。 」では、毎回テーマを決めて、それに

まつわる写真を投稿していただきます。投稿は簡単。

カメラや携帯電話、スマートフォンで撮影した写真を、

広報ひらど編集室に送るだけ。メールや郵便でお気軽

にお送りください。投稿をお待ちしています。

　「おひさま」は、平戸で子育てするパパやママを
応援するコーナーです。このコーナーでは、育児に

役立つ情報を提供します。また、親子で遊べる場所

や、親子で参加できる講座など、市民の皆さんから

お寄せいただいた情報もお知らせします。

　０歳から１歳ぐらいの子どもを連れた親子が参加

しています。年齢に応じたクラスに入り、入所してい

る子どもたちと一緒にままごとや体操などをして遊ん

でいます。

○と　き　毎週火曜・木曜　
　　　　　午前９時30分～午前11時30分

○ところ　めばえ保育園（平戸市
　　　　　生月町里免3134-3）

○対　象　４カ月～就学前の児童
○内　容　親子遊び、ママ 
　　　　　同士の情報交換

　　　　　他

○利用料　無料
○お問い合わせ　めばえ保育園
　　　　　　　　TEL５３－０４９６

投稿する写真を忘れずに添付して、

○投稿者の氏名（ふりがな）年齢・性別

○投稿者の住所

○ペンネーム

○写真のタイトル

○写真の説明（40文字程度）

を記入して、Eメールか郵便でお送りください

写メってみんね。
子育て応援コーナー
おひさま

▼

投稿締切は

5月19日
火

写メってみんね。
４月のお題は「初めてのこと」でした

今月のお題

「楽しかったこと」
　５月はイベントが目白押し！ゴールデンウィークなどの

イベントでの一コマや、日常の出来事など「楽しかったこ

と」をお待ちしています。

▲3月26日、介護施設「ほうゆうショートいなほ」において3月のお誕生会が

開催され、生月勇魚捕唄保存会ジュニアの勇魚捕唄が披露されました。懐か

しい太鼓の音に、皆さん10歳若返ったような雰囲気でした。めばえ保育園

　中野小学校６年生の石田愛佳さんが、（公財）長崎県消防協会主

催の「平成26年度防火啓発事業のポスター募集」において、111作

品の中から見事最優秀賞を受賞しました。石田さんは「最優秀賞っ

て分かった時は家族全員で喜んで、お祝いしてもらいました。こ

の作品は、タバコが道に落ちているのを見て危ないなというイメー

ジで書きました。もし火がついていたら大変なことになります。

タバコを吸う人はぜひ気をつけてほしいです」と話されました。

大火事になる前に

音楽で平戸の観光発展を応援！

　　３月18日、埼玉県在住の坂本義貞さん（田平町出身）か

ら平戸の観光ＰＲ用に制作した音楽ＣＤ「平戸海峡」100枚

が寄贈されました。坂本さんは、埼玉県で税理士として活

躍中で、地元平戸を応援したい思いから、平戸を題材と

した作詞を行っています。今回の「平戸海峡」も坂本さん

が作詞し、自費でＣＤ制作をされました。寄贈されたＣＤは、

市内の各種イベントや観光ＰＲで活用していきます。

　　また、観光売店のほか、CDショップなどで販売も行なっ

ています。



▲こちらのＱＲコードからも投稿できます。

投稿締切は
５月15日

６月
生まれ
募集中

Happy BirthdayHappy BirthdayHappy Birthday

大募集！「まちのひとびと」へあなたも投稿しませんか？募集しています

vol.36

Happy Birthday

投稿方法　写真、お子さんの氏名（ふりがな）、生年月日、性別、投稿者氏名、住所、
　　　　　電話番号、メッセージを添えて、郵便またはＥメールでお送りください。
あて先　〒859-5192　広報ひらどHappy Birthdayコーナー
　　　　Ｅメール　kouhou@city.hirado.lg.jp

発行月に誕生日を迎えるお子さんの写真を募集します。
おめでとうメッセージ付きの掲載は先着３ 人まで。発行月前の15日までにお送りください。

※メール送信の際は、件名に必ず「６月号Happy Birthday」と入れてください。
※ご投稿いただいた写真は、必ずしも掲載とは限りませんのでご了承ください。
※被写体の承諾については、投稿者の責任となります。

投稿募集！

「クラブ紹介」
　スポーツ団体や芸能団体など、平戸のまちで活躍するさまざまな団体を紹介します。私たちの活動を紹介して

欲しいなど、掲載を希望する団体は広報ひらど編集室までご連絡ください。

広報ひらど

パパとママへ。
早めに出してね♪

田平町

お誕生日おめでとう☆
お兄ちゃんと仲良く遊んで元気
に育ってね☆
　　　　　徳明さん　　  めい子さん

吉岡　瑠綺ちゃん
　  よしおか　　　るき     

父 母

５月生まれの皆さんお誕生日おめでとうございます。にっこり笑顔の花がたくさん咲きました！　編集室より

５歳

田平町
馬渡 琥太朗 
  まわたり　  こたろう

２歳

２歳のお誕生日おめでとう☆優し

く元気なこたろうが大好きよ。いっ

ぱい遊んで元気に大きくなぁれ♪

        from     義和さん・　由希さん母父父

田平町

2歳おめでとう。 もうすぐお
姉ちゃん！仲良く元気に大き
くなってね(^_^)   
        from 　 松吾さん・　 睦美さん

  　まきやま　　あずさ

２歳  牧山  杏咲ちゃん

母父

くん

１歳

宮田 結奈ちゃん
　みやた　　ゆな ６歳

歳歳歳

はまだ　　るりあ ２歳

浜田 留美生ちゃん２歳宮川 晃典 くん
みやがわ  こうすけ よしおか　ゆうと

３歳
吉岡 侑央 くん

３歳
えぐち　  さな

江口 紗波ちゃん

なかむら   ゆづき ２歳
中村 優月ちゃん

 つちだ   ましろ 5歳
土田 真白ちゃん

広報ひらど 平成27年５月号 20Hirado City Public Relations,2015.521

　私たち生月中学校剣道部は松永総監督・墨屋・山縣両

監督の下、道場訓にある「剣は心なり」、「心正しからざれ

ば」、「剣また正しからず」、「剣は和なり」、「憎む心あるべか

らず」をモットーに、また、剣道の理念「剣道は剣の理法の

修練による人間形成の道である」とあるように、礼儀・礼

節を重んじ、基本を大切にし、日々厳しい稽古に励んでい

ます。普段の稽古は本当にきついですが、長崎県中総体で

団体戦・個人戦ともに優勝できるようにという高い目標

を立て一生懸命に頑張っています。また、練習が終われば

一緒に遊びにいくなどチームワークの良さも私たちの特

徴です。

　少しでも剣道に興味がある人は一緒に稽古しませんか。

稽古はきついですが、日々成長していると実感できると思

います。一緒に全国の舞台を目指しましょう！

■■ＴＥＡＭ ＤＡＴＡ■■

活 動 日／毎週火～金　午後５時～午後７時

　　　　　土・日　午前９時～正午

活動場所／ B&G海洋センター（生月町）

対 象 者／生月中学校生徒

部 員 数／ 18人

代　　表／戸川忠諭さん（生月中教諭）

連 絡 先／ 53-1229（生月中学校）

主 　 将／堤田　大輝さん（生月中３年）

「生月中学校剣道部」

県中総体を取りにいきます！浦上 礼桜ちゃん
　うらかみ　らら １歳



平戸市からのお知らせ平戸市からのお知らせ

按針の魅力を発信！
　４月７日、神奈川県横須賀市「よこすか芸術劇場」において、「第

３回ANJINサミット」が開催されました。このサミットは、三浦

按針にゆかりのある４都市（神奈川県横須賀市・静岡県伊東市・

大分県臼杵市・平戸市）が連携し、按針の偉業の顕彰と各市の魅

力を発信しています。この日は日本総合研究所理事長の寺島実郎

さんの基調講演や、吹奏楽部のアトラクションなどが約1,200人

の参加のもと盛大に催されました。

　市では、災害発生時における避難所の衛生管理および避難者の

健康管理を目的として、財団法人自治総合センターが行なってい

る全国自治宝くじの地域防災組織育成事業で、災害時用簡易トイ

レおよび専用テントを購入しました。

　避難所でのトイレ環境の確保は重要であり、断水で既設トイレ

が使えない場合などを想定し、市が避難所として指定している市

内小中学校24校などに配置しています。

災害時を想定して

問
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生
活
環
境
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線
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５
２
６
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政
相
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さ
れ
ま
し
た
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防
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部
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防
課
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１
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年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

決
ま
る

問
文
化
交
流
課
交
流
推
進
班

　

☎
内
線
２
２
６
９

外
国
人
と
の
接
し
方
セ
ミ
ナ
ー

　

〜
楽
し
い
国
際
交
流
の
心
得
〜

問
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民
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活
環
境
班
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５
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防
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部
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務
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☎
22
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1
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女
性
消
防
団
員
を
募
集
し
ま
す

         

問
水
道
局
施
設
給
水
班

　
　
　

☎
22

-

3
8
3
8

水
道
週
間
の
お
知
ら
せ

問
農
林
課
鳥
獣
被
害
対
策
班

　

☎
内
線
２
２
５
７

平
成
27
年
度
狩
猟
免
許
試
験（
新

規
）の
お
知
ら
せ

推
進
標
語
が
決
定
し
ま
し
た
。

○
全
国
統
一
防
火
標
語

　
「
無
防
備
な 

心
に
火
災
が 

か
く
れ
ん
ぼ
」

○
危
険
物
安
全
週
間
推
進
標
語

　
「
無
事
故
へ
と 

気
持
ち
集
中 

は
っ
け
よ
い
」

　　

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど
を
お
聞
き

す
る
行
政
相
談
員
に
平
成
27
年
４
月
１
日
付
け

で
次
の
人
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
行
政
相
談
員

は
総
務
大
臣
が
委
嘱
す
る
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

　

平
戸
地
区　

永
田
孝
次
郎
さ
ん

　

平
戸
地
区　

堀
田　

峰
子
さ
ん

　

生
月
地
区　

中
山　

文
子
さ
ん

　

田
平
地
区　

久
𠩤　

鐵
男
さ
ん

　

大
島
地
区　

岡
村　

幸
夫
さ
ん

平
戸
浄
水
場
・
阿
奈
田
浄
水
場
の
一
般
公
開

　

水
道
水
が
ど
の
よ
う
に
し
て
作
ら
れ
、
家
庭

や
事
業
所
な
ど
へ
安
定
的
に
供
給
さ
れ
る
の
か
、

そ
の
過
程
を
見
学
す
る
こ
と
で
、
限
り
あ
る
水

の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
と　

き　

６
月
１
日（
月
）〜
７
日（
日
）午

　

前
10
時
〜
午
後
４
時

○
と
こ
ろ　

平
戸
浄
水
場（
古
江
町
）・
阿
奈
田

　

浄
水
場（
大
川
原
町
）

○
対
象
者　

市
内
在
住
者(

小
学
生
以
下
の
見

　

学
は
必
ず
保
護
者
同
伴
で
あ
る
こ
と)

　　　

５
月
11
日（
月
）か
ら
20
日（
水
）ま
で
の
10

日
間
、「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」が
実
施
さ

れ
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
と
子
ど

も
・
高
齢
者
に
優
し
い
交
通
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

○
重
点
項
目

　

・
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

　

・
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

　
　

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

　

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

○
と　

き　

６
月
５
日（
金
）午
前
10
時
〜
正
午

○
と
こ
ろ　

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー　

会
議
室
Ａ 

○
入
場
料　

無
料

○
定　

員　

30
人　
（
先
着
順
）

○
応
募
締
め
切
り
日　

６
月
１
日（
月
）

○
応
募
方
法　

氏
名
、
連
絡
先
を
電
話
で
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　　

平
成
27
年
度
防
火
標
語
、
危
険
物
安
全
週
間

○
申
込
締
め
切
り
日　

５
月
25
日（
月
）

○
申
込
方
法　

水
道
局
へ
電
話
で
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。

水
道
蛇
口
パ
ッ
キ
ン
の
無
料
交
換

○
実
施
期
間　

６
月
１
日（
月
）〜
５
日（
金
）

　

※

レ
バ
ー
式
の
混
合
水
栓
や
蛇
口
の
形
状
に

　
　

よ
っ
て
は
、
交
換
で
き
な
い
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合
が
あ
り
ま

　
　

す
。
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前
に
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さ
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。
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）
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※
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験
の
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に
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に
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県
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す
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講
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会
を
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講
す
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要
が

　
　

あ
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ま
す
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○
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先　

佐
世
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猟
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℡
0
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○
業
務
内
容　

市
の
主
催
す
る
講
演
会
や
講
座
な

　

ど
で
の
託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
従
事

○
資
格
・
条
件
な
ど　

健
康
な
人
で
あ
れ
ば
資
格
・

　

条
件
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
託
児
に
関
す
る
研
修

　

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
謝　

礼　

１
時
間
に
つ
き
７
０
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円

○
申
込
方
法　

電
話
で
福
祉
課
子
育
て
支
援
班

　

へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

入
居
を
希
望
す
る
人
は
、
申
込
書
に
添
付
書

類
を
添
え
て
、
ま
ち
づ
く
り
課
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ま
た
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各
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所
地
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興
課
に
お
申
し
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み
く
だ
さ
い
。
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数

　

①
平
戸
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区　
　

７
戸

　

②
生
月
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９
戸

　

③
田
平
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５
戸

○
申
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５
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12
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）

　

※

郵
送
で
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必
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）
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原
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と
し
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、
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す
べ
て
の
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件
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必
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す
。
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令
に
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内
で
あ
る
こ
と

　

②
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に
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と

　

③
地
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な
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が
な
い
こ
と

　

④
暴
力
団
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で
な
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人
を
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）

　

⑤
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い
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は
、
同
居
ま  

          

た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。

　

※

単
身
で
入
居
す
る
人
は
、
２
Ｋ
以
下
の
住

　
　

宅
に
住
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。（
高
齢
者
、

　
　

障
が
い
者
な
ど
を
除
く
）

○
添
付
書
類

　

①
世
帯
全
員
の
所
得
証
明
書（
平
成
25
年
分
）

　

②
納
税
証
明
書
③
住
民
票
謄
本

○
選
考
方
法　

募
集
戸
数
を
超
え
た
住
宅
に
つ

　

い
て
は
、
抽
選
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

　

な
お
、
抽
選
会
は
、【
た
び
ら
活
性
化
施
設

　

研
修
室
】５
月
30
日（
土
）に
開
催
予
定
で
す
。

　
※

抽
選
会
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
該
当
者
に

　
　

後
日
通
知
し
ま
す
。

○
女
性
団
員
の
構
成
と
入
団
要
件    

現
在
、
消 

    

防
団
本
部
付
け
女
性
団
員
数
は
、
17
人
、
分

    

団
所
属
の
女
性
団
員
は
１
人
の
合
計
18
人
で

    

す
。
年
齢
構
成
は
、
20
〜
30
代
が
５
人
、
40

     

〜
50
代
が
12
人
、
60
代
以
上
が
１
人
と
な
っ

    

て
い
ま
す
。

○
身
分　

非
常
勤
消
防
団
員（
特
別
職
公
務
員
）

○
資
格　

18
歳
以
上
65
歳
以
下（
平
成
27
年
４

　

月
１
日
現
在
の
満
年
齢
）の
女
性
で
市
内
に

　

居
住
し
て
い
る
人　
　
　
　

○
女
性
消
防
団
員
の
活
動
内
容

　

・
平
常
時
の
活
動　

火
災
予
防
啓
発
活
動
、

　
　

高
齢
者
な
ど
に
対
す
る
防
火
指
導
、
住
民

　
　

に
対
す
る
応
急
手
当
の
指
導
啓
発
、
そ
の
他

　

・
災
害
時
の
活
動　

原
則
と
し
て
火
災
な
ど

　
　

の
災
害
活
動
に
は
従
事
し
ま
せ
ん
が
、
近

　
　

隣
で
発
生
し
た
火
災
な
ど
に
つ
い
て
は
、

　
　

支
援
業
務
に
あ
た
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

○
そ
の
他　

被
服（
制
服
・
活
動
服
）の
支
給

　

が
あ
り
ま
す
。
報
酬
お
よ
び
手
当
な
ど
、
詳

　

細
に
つ
い
て
は
、
消
防
本
部
総
務
課
ま
で
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

10
月
１
日（
木
）を
基
準
日
と
し
て
、
全
国

一
斉
に
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
調
査
の
実
施
に
あ
た

り
、
調
査
員
を
募
集
し
ま
す
。

○
応
募
資
格　

         

・
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
で
責
任
を
も
っ
て  

　

   

調
査
活
動
を
で
き
る
人　

　

・
調
査
で
知
り
得
た
こ
と
な
ど
、
秘
密
を
守
れ
る
人

　

・
税
務
、
警
察
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
な
い
人

　

・
選
挙
に
直
接
関
係
の
な
い
人

　

・
暴
力
団
員
や
そ
の
他
反
社
会
的
勢
力
に
該
当

　
　

し
な
い
人

○
募
集
期
限　

６
月
1
日（
月
）

○
応
募
方
法　

企
画
財
政
課
、
各
支
所
、
各
公

　

民
館
、
各
出
張
所
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に

　

記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

※

選
考
後
、
本
人
に
通
知
し
ま
す
。
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平戸市からのお知らせ平戸市からのお知らせ

問
商
工
物
産
課
商
工
新
産
業
班

　

☎
内
線
２
２
１
３

創
業
者
・
中
小
企
業
の
皆
さ
ん
へ

問
福
祉
課
総
務
班

　

☎
内
線
２
５
６
２

戦
没
者
な
ど
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

第
10
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

問
市
民
課
国
保
年
金
班

　

☎
内
線
２
５
９
２

年
金
事
務
所
の
週
末
相
談
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

問
総
務
課
行
政
班

　

☎
内
線
２
３
１
６

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
制
度
の

運
用
状
況
に
つ
い
て

問
福
祉
課
子
育
て
支
援
班

　

☎
内
線
２
５
７
５

親
育
ち
講
座
参
加
者
募
集

　

〜
マ
マ
友
を
作
っ
て
子
育
て
の

　
　
　
　

情
報
交
換
を
し
ま
せ
ん
か
〜

運転７年以内
設備10年以内
（うち据置1年）

市が
全額負担

資金使途

運転・設備 1,000万円 1.4%

保 証 料貸付期間 保 証 人

申 込 先取扱金融機関

親和銀行
　平戸・田平・生月支店
十八銀行
　平戸支店

平戸商工会議所
☎22-3131
平戸市商工会
☎57-0223   

貸付利率貸付限度額

10年以内
（うち据置1年）

市が全額負担
※新規融資
　のみ

資金使途

運転・設備 1,000万円 1.8%

保 証 料貸付期間 保 証 人

申 込 先取扱金融機関

親和銀行
　平戸・田平・生月支店
十八銀行
　平戸支店

平戸商工会議所
☎22-3131
平戸市商工会
☎57-0223   

貸付利率貸付限度額

特別な事情が
ある場合を除
き不要

特別な事情が
ある場合を除
き不要

●トコトコ（平戸市福祉保健センター内）
　締め切り：5月12日（火）  　☎57-1943

　５月27日（水）、６月２日（火）、６月９日（火）、
　６月16日（火）、６月23日（火）、７月１日（水）、
　７月７日（火）、７月14日（火）

●あいちゃん広場（愛の園保育所内）
　締め切り：9月15日（火）　 ☎22-2244

　10月7日（水）、10月14日（水）、10月21日（水）
　10月28日（水）、11月４日（水）、11月11日（水）
　11月18日（水）、11月25日（水）

　

稲
荷
町
２-

37
）

○
お
問
い
合
わ
せ
先（
予
約
先
）

　

佐
世
保
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　

℡
0
9
5
6

-

34

-

1
1
8
9

○
対
象
者　

０
歳
〜
５
歳
の
子
ど
も
を
持
つ
お

　

母
さ
ん

○
募
集
人
数　

10
〜
14
人（
先
着
順
）

○
申
込
締
め
切
り
日　

５
月
12
日（
火
）

○
申
込
方
法　

電
話
で
福
祉
課
子
育
て
支
援
班

　

ま
た
は
ト
コ
ト
コ
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
開
催
時
間　

午
前
10
時
か
ら
正
午

　　　

佐
世
保
年
金
事
務
所
で
は
、
月
に
１
回
、
年

金
の
週
末
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
日
に

都
合
が
つ
か
ず
相
談
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
は
、
こ
の
週
末
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
完
全
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

○
と　

き　

毎
月
第
２
土
曜
日　

午
前
９
時
30

　

分
〜
午
後
４
時

○
と
こ
ろ　

佐
世
保
年
金
事
務
所（
佐
世
保
市

　　

戦
後
70
周
年
に
当
た
り
、
戦
没
者
な
ど
の
、

ご
遺
族
の
皆
さ
ん
に
対
し
、
国
と
し
て
改
め
て

弔
慰
の
意
を
表
す
る
た
め
、
特
別
弔
慰
金（
記

名
国
債
）を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

○
支
給
対
象
者

　
　

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、

　

平
成
27
年
４
月
１
日（
基
準
日
）に
お
い
て
、

　
「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」や「
戦
傷
病

　

者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年

　

金
」な
ど
を
受
け
る
人
が
い
な
い
場
合
に
、

　

次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
遺
族
１
人
に
支

　

給
さ
れ
ま
す
。

　

①
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦

　
　

没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受

　
　

給
権
を
取
得
し
た
人

　

②
戦
没
者
の
子

　

③
戦
没
者
の
父
母 

・
孫 

・
祖
父
母
・
兄
弟
姉
妹

　
　

※

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係

　
　
　

を
有
し
て
い
る
こ
と
の
要
件
を
満
た
し

　
　
　

て
い
る
か
に
よ
り
、
順
番
が
入
れ
替
わ

　
　
　

り
ま
す
。

　

④
上
記
１
か
ら
３
以
外
の
戦
没
者
な
ど
の
三

　
　

親
等
内
の
親
族（
甥
、
姪
な
ど
）

　
　

※

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま
で
、
引
き
続

　
　
　

き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い

　
　
　

た
人
に
限
り
ま
す
。

○
支
給
内
容　

額
面
２
５
０
，
０
０
０
円
、
５

　

年
償
還
の
記
名
国
債

○
請
求
期
間　

４
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
４
月

　

２
日（
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
第
10
回
特
別

　

弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

　

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

○
創
業
者
へ
の
支
援

　

市
内
で
こ
れ
か
ら
事
業
を
始
め
よ
う
と
す
る

　

人
や
市
内
で
創
業
後
５
年
未
満
の
人
を
対
象

　

に
、
創
業
時
に
必
要
な
資
金
を
融
資
す
る
制

　

度「
平
戸
市
中
小
企
業
創
業
支
援
資
金
」を

　

創
設
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
中
小
企
業
へ
の
支
援

　

平
戸
市
で
は
、
中
小
企
業
者
向
け
の
融
資
制

　

度「
平
戸
市
中
小
企
業
振
興
資
金
」を
創
設
し

　

て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
に

　

限
り
、
新
規
融
資
分
に
つ
い
て
は
、
保
証
料
を

　

全
額
、
市
が
負
担
し
ま
す
。
ま
た
、
据
置
期
間

　

も
設
定
し
ま
し
た
。
経
営
に
必
要
な
運
転
資
金

　

お
よ
び
設
備
資
金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　

　　

市
で
は
、
公
正
で
透
明
な
市
政
を
実
現
す
る

た
め「
情
報
公
開
条
例
」を
、
ま
た
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
権
利
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に「
個

人
情
報
保
護
条
例
」を
施
行
し
、
運
用
し
て
い

ま
す
。
両
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
26
年

度
の
運
用
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

○
情
報
公
開
条
例
の
運
用
状
況　

　

公
開
請
求
８
件

　
（
全
部
公
開
５
件
、
部
分
公
開
３
件
）

○
個
人
情
報
保
護
条
例
の
運
用
状
況　

　

開
示
請
求
２
件（
全
部
開
示
２
件
）　
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基準　　　　　作　　業　　名　　　　　金額（円）

機

械

作

業

な

ど

の

受

委

託

料

金

農
作
業
賃
金　

１
日（
８
時
間
）

田
植　

稲
刈

手 　 　 　 植
機 械 植 補 助
手 　 　 　 刈
機 械 刈 補 助

一 般 農 作 業
農 機 具 運 転
み か ん 収 穫
時 給（ 1 時 間 ）

田畑耕転・整地（トラクタ－）
トラクター深耕（プラウ耕起）
飼 料 刈（モ ア ー）
飼料刈（ホーレージ）
飼料集草・反転（テッターレーキ）
飼料梱包（ロールベーラー）
飼料梱包（ラップマシーン）※
荒田掻き（トラクタ－）

薬剤散布（動力散粉機）※

脱 穀（ハ ー ベ ス タ）※
稲刈り（バインダー）※
稲刈り（コンバイン）※
水 稲 中 苗 育 苗
籾乾燥（乾燥機）コンバイン 
籾乾燥（乾燥機）田干し

10ａ当たり
10ａ当たり
10ａ当たり
10ａ当たり
10ａ当たり
１ミニロール
１ミニロール
10ａ当たり

10ａ当たり

10ａ当たり

10ａ当たり
１袋当たり
10ａ当たり
10ａ当たり
１箱当たり
１ 乾 燥
１ 乾 燥

6,000
6,000
6,000
6,000
6,000
6,500
5,500
750
6,000
6,000
2,000
7,000
2,000
200
150
6,000
6,000

基盤整備地内
7,000

基盤整備地外
5,000

基盤整備地内
6,000

基盤整備地外
2,500
300
5,500
12,000
600
5,000
3,000

問農業委員会事務局　☎内線2653

農作業賃金表が決定しました

　この金額は標準的な目安ですので、労働条件を考
慮し、また地域の実情に応じて運用してください。
※昼食などの賄いは地域の慣習によります。
※交通費が必要なときは、双方で協議し決定してく
　ださい。

▼平成27年度　農作業賃金表（標準額）

中代・植代掻き
（ト ラ ク タ－）

田　植　え※
（機 械 植 え）

※ラップ、苗、農薬、肥料、結束紐、袋などは発注者負担とする。

◆日程



高
校
生
の
応
募
・
推
薦
方
法
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
！

長
崎
労
働
局
職
業
安
定
課

☎
０
９
５-

８
０
１-

０
０
４
０

問

津
吉
茶
市
企
画「
写
メ
っ
て
み
ん

で
す
か
！
」を
開
催
し
ま
す

津
吉
青
年
商
工
会　

西
岡

☎
０
８
０-

５
８
６
３-

３
９
３
２

問

カ
ネ
ミ
油
症
患
者
の
健
康
実
態

調
査
の
お
知
ら
せ

     

県
生
活
衛
生
課

　

☎
０
９
５-

８
９
５-

２
３
６
４

問

よ
ろ
ず
相
談
会
の
開
催

中
小
企
業
庁
長
崎
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

☎
0
9
5

-

8
2
8

-

1
4
6
2

問

金
婚
式
の
思
い
出
に
婚
礼
写
真
を

撮
り
ま
せ
ん
か
？

平
戸
な
で
し
こ
会  

長
嶋
美
智

☎
22-

５
５
１
１

申
・
問

風
し
ん
抗
体
検
査
を
開
催
し
ま
す

県
北
保
健
所
地
域
保
健
課

☎
57-

３
９
３
３

問

　

平
成
28
年
３
月
新
規
高
校
卒
業
予
定
者
に
対

す
る
応
募
・
推
薦
に
関
す
る
就
職
慣
行
に
つ
い

て
は
、「
平
成
27
年
度
の
応
募
・
推
薦
方
法
は
、

応
募
・
推
薦
開
始
日
か
ら
10
月
14
日（
水
）ま
で

は
１
人
１
社
制
と
し
、
10
月
15
日（
木
）以
降
は

複
数
応
募
・
推
薦
を
可
能
」と
な
り
ま
し
た
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

と こ ろ と　　　　　き

平戸市離島開発
総合センター
※（仮称）平戸市
総合情報セン
ター開館後はこ
ちらで行います。

５月7日（木）
６月2日（火）
７月7日（火）
８月３日（月）
９月２日（水）
10月6日（火）
11月2日（月）
12月1日（火）
平成28年1月5日（火）
2月2日（火）
3月1日（火）

午前９時～
午後５時

（16件）
（0人）
（27人）

（　   9件）
448件（   386件）
　8件

　　

経
営
上
の
あ
ら
ゆ
る
課
題
に
対
し
て
、
中
小

企
業
診
断
士
な
ど
の
専
門
家
が
、
何
度
で
も
、

相
談
・
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

相
談
は
、
予
約
制
で
無
料
で
す
。

　

ロ
マ
ン
ス
の
日
に
合
わ
せ
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館

と
ロ
マ
ン
ス
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
幸
橋
に
て
、
第

４
回 【
平
戸
金
婚
式
の
す
す
め
】を
行
な
い
ま
す
。

○
対
象
者　

結
婚
50
年
記
念
の
カ
ッ
プ
ル

○
募
集
組
数　

１
組（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、

　

抽
選
と
な
り
ま
す
）

○
撮
影
日　

６
月
19
日（
金
）

○
撮
影
場
所　

平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
・
幸
橋

○
内　

容　

和
装
も
し
く
は
洋
装
。
撮
影
に
関

　

わ
る
費
用
は
全
て
無
料
で
す
。
た
だ
し
、
交

　

通
費
・
宿
泊
が
伴
う
場
合
は
自
己
負
担

○
募
集
方
法　

封
書
で
、
パ
ー
ト
ナ
ー
や 

ご
家

　

族
に
向
け
た
感
謝
の
言
葉
や
、
夫
婦
の
絆
を

　

込
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て
、
住
所 

・
年

　

齢
・
婚
姻
年
月
日
・
電
話
番
号
を
記
入
の

　

上
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
（
応
募
先
）〒
８
５
９-

５
１
１
５　

平
戸
市

　

新
町
45-

１　

平
戸
な
で
し
こ
会　

長
嶋
美
智

○
募
集
締
め
切
り
日　

５
月
31
日（
日
）必
着

○
対
象
者　

長
崎
市
・
佐
世
保
市
を
除
く
県
内

　

に
在
住
す
る
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
。

　

①
妊
娠
を
希
望
し
て
い
る
女
性（
妊
婦
除
く
）

　
　

お
よ
び
そ
の
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー

　

②
風
し
ん
抗
体
価
が
低
い
妊
婦
の
夫
・
パ
ー

　
　

ト
ナ
ー
・
同
居
者

　

※

た
だ
し
、
風
し
ん
抗
体
検
査
を
受
け
た
こ

　
　

と
が
あ
る
人
、
風
し
ん
予
防
接
種
歴
が
あ

　
　

る
人
、
検
査
で
確
定
診
断
を
受
け
た
風
し

　
　

ん
既
往
歴
が
あ
る
人
、
妊
婦
は
除
き
ま
す
。

○
費　

用　

無
料

○
場　

所　

県
北
保
健
所

○
検
査
日　

平
日（
月
〜
金
）　※

要
予
約

　【
平
戸
地
区
】　　

大
黒
屋　

瑛
心 

祥
平 

中
の
崎

村
田　

純
人 

康
元 

下
大
垣

山
添　

月
菜 

佳
司 

油
水

山
﨑　

雄
翔 

雄
太 

志
々
伎
浦

小
川　

凛 

晃
平 

中
の
原

青
﨑　

栞 

公
平 

明
の
川
内

福
田　

晋
三 

竜
也 

志
々
伎
浦　

銀
吉
屋　

瑞
生 

剛 

上
大
垣　

本
山　

叶
翔 

勝
康 

木
引

岩
﨑　

優
奈　
 

有
毅 

早
福

【
生
月
地
区
】

川
上　

悠
愛 

勝
久 

堺
目

【
田
平
地
区
】

坂
本　

悠
翔 

裕
司 

小
手
田

濵
村　

歩 

聡
一 

上
亀

美
明　

悠
菜 

仁
志 

永
田　

【
大
島
地
区
】

岡
村　

茉
白 

大
志 

的
山
浦

坂
本　

未
琉 

光
利 

大
根
坂

【
平
戸
地
区
】

馬
込　

ソ
マ 

80
歳 

3
／
15 
田
助
在

綾
香　

久
美
子 
75
歳 

3
／
15 
薄
香
浦

末
永　

照
久 

57
歳 

3
／
16 
紐
差
第
２

中
島　

勝
美 

78
歳 

3
／
17 
中
の
崎

松
山　

千
穂
子 
55
歳 

3
／
18 
下
中
津
良

三
輪　

保
雄 

78
歳 

3
／
23 
紐
差
第
２

片
山　

ミ
ヨ 

77
歳 

3
／
23 
紐
差
第
２

青
﨑　
　

子 

98
歳 

3
／
24 
前
津
吉
浦

橋
本　

加
代 

44
歳 

3
／
26 
前
津
吉
浦

藤
澤　

ユ
キ 

84
歳 

3
／
27 
木
場

田
澤　

シ
ズ
ヱ 
97
歳 

3
／
30 
飯
良
第
2

武
尾　

久
弘 

77
歳 

3
／
30 
大
山

川
上　

茂 

77
歳 

3
／
31 
紐
差
第
４

松
本　

サ
エ
子 
85
歳 

3
／
31 
敷
佐

今
村　

チ
ヨ
ノ 
85
歳 

4
／
1 
幸
の
浦

前
田　

佐
五
郎 
87
歳 

4
／
4 
獅
子
第
2

田
中　

秀
昭 

59
歳 

4
／
5 
宮
の
浦

染
川　

テ
イ 

85
歳 

4
／
7 
下
中
津
良

松
永　

勝
則 

52
歳 

4
／
7 
稗
田

立
石　

ト
ミ
子 
83
歳 

4
／
9 
川
内
浦

池
田　

キ
サ 

86
歳 

4
／
10 
平
戸
荘

神
田　

美
代
子 
76
歳 

4
／
10 
上
大
垣

三
池　

義
雄 

85
歳 

4
／
12 
薄
香
浦

浦
田　

義
明 

65
歳 

4
／
12 
稗
田

川
村　

繁 

71
歳 

4
／
13 
度
島
中
部

岡
部　

歳
春 

87
歳 

4
／
12 
古
江

末
永　

光
雄　
 
66
歳 

4
／
15 
下
大
垣

【
生
月
地
区
】

石
山　

美
佐
子 

77
歳 

3
／
16 
山
田

大
浦　

昭
元 

88
歳 

3
／
21 
舘
浦
浜

上
原　

全
弘 

79
歳 

3
／
23 
浦
北

内
山　

数
己 

83
歳 

3
／
24 
堺
目

久
岡　

フ
ク 

61
歳 

3
／
27 
浦
北

佐
々
木　

一
嘉 

76
歳 

4
／
10 
舘
浦
浜

種
本　

チ
ヱ 

84
歳 

4
／
12 
山
田

【
田
平
地
区
】

山
下　

小
金 

85
歳 

3
／
18 
山
内

末
永　

セ
ヨ 

99
歳 

3
／
19 
坊
田

橋
岡　

英
子 

72
歳 

3
／
21 
万
場

桑
原　

進 

80
歳 

3
／
21 
西
荻
田

池
田　

次
郎 

83
歳 

3
／
28 
野
田

立
石　

堯
子 

78
歳 

3
／
31 
野
田

宮
﨑　

繁
次 

88
歳 

4
／
3 
永
田

浦
上　

眞
喜
子 
77
歳 

4
／
3 
上
里

宮
津　

千
代
子 
83
歳 

4
／
5 
深
月

【
大
島
地
区
】

村
井　

巖 

83
歳 

4
／
5 
的
山
在

和
泉　

シ
ズ
ヱ 
93
歳 

4
／
7 
西
宇
戸

井
﨑　

定 

55
歳 

4
／
15 
西
神
浦　

　
　
　
　
　

  

（
３
／
16
〜
４
／
15
受
付
分
）
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平
戸
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
人
物
、
風

景
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。
投
稿
は
カ
メ

ラ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
撮
影
し
た
画
像
を

Ｅ
メ
ー
ル
、
ま
た
は
郵
送
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

○
投
稿
方
法

　

①
投
稿
す
る
写
真
を
忘
れ
ず
添
付
。
プ
リ
ン

　
　

ト
写
真
は
Ｌ
判
ま
た
は
、
は
が
き
サ
イ
ズ
。

　

②
投
稿
者
の
氏
名
、
住
所
、
ペ
ン
ネ
ー
ム
写 

       

真
の
タ
イ
ト
ル
と
説
明（
40
文
字
程
度
）を 

       

記
入
し
、Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
郵
送
し
て
く

       

だ
さ
い
。

　

・
郵
送　

〒
８
５
９-

５
５
１
２　

平
戸
市

　
　

津
吉
町
７
８
４　-

５　

い
で
ぐ
ち

　

・
Ｅ
メ
ー
ル　

ide4996@
carrot.ocn.ne.jp

　
　

※

優
秀
賞
・
佳
作
に
つ
い
て
は
、
津
吉
茶  

           

市
の
商
品
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

○
募
集
締
め
切
り
日　

５
月
18
日（
月
）

　　
　

　

県
で
は
、
カ
ネ
ミ
油
症
患
者
を
対
象
と
し
た

健
康
実
態
調
査
を
４
月
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
県
か
ら
調
査
に
関
す
る
通
知
が
届
い

て
い
な
い
人
で
、
調
査
に
ご
協
力
で
き
る
人
は
、

直
接
、
県
生
活
衛
生
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
調
査
対
象　

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
に
カ

　

ネ
ミ
油
症
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人

○
受
付
期
限　

６
月
23
日（
火
）

だ
い
こ
く　
や 

え
い　
と 

し
ょ
う
へ
い

む
ら　
た 

あ
や　
と 

こ
う
げ
ん

や
ま
ぞ
え 

　
る　

な 

つ
か　
さ

や
ま
さ
き 

ひ
ろ
と 

ゆ
う
た

　
お　
が
わ 

り
ん
か 

こ
う
へ
い

あ
お
さ
き 

し
お
り 

こ
う
へ
い

ふ
く　
だ 

し
ん
ぞ
う 

た
つ　
や

ぎ
ん
よ
し　
や 

み
ず　
き 

た
け
し

も
と
や
ま 

か
な　
と 

か
つ
や
す

い
わ
さ
き 

　
ゆ　

な 

ゆ
う　
き

か
わ
か
み 

　
ゆ　

あ 

か
つ
ひ
さ

さ
か
も
と 

は
る　
と 

ゆ
う　
じ

は
ま
む
ら 

あ
ゆ
む 

と
し
か
ず

　
み　
あ
け 

は
る　
な 

ひ
と　
し

お
か
む
ら 

　
ま　
し
ろ 

た
い　
し

さ
か
も
と 

　
み　

る 

み
つ
と
し

　
ま　
ご
め

あ
や　
か 

　
く　

み　

こ

す
え
な
が 

て
る
ひ
さ

な
か
し
ま 

か
つ　
み

ま
つ
や
ま 

　
ち　

ほ　

こ

　
み　

わ 

や
す　
お

か
た
や
ま

あ
お
さ
き 

え
い　
こ

は
し
も
と 

　
か　

よ

ふ
じ
さ
わ

　
た　
ざ
わ

た
け　
お 

ひ
さ
ひ
ろ

か
わ
か
み 

し
げ
る

ま
つ
も
と

い
ま
む
ら

ま
え　
だ 

　
さ　

ご　
ろ
う

　
た　
な
か 

ひ
で
あ
き

そ
め
が
わ

ま
つ
な
が 

か
つ
の
り

た
て
い
し

い
け　
だ

こ
う　
だ 

　
み　

よ　

こ

　
み　
い
け 

よ
し　
お

う
ら　
た 

よ
し
あ
き

か
わ
む
ら 

し
げ
る

お
か　
べ 

と
し
は
る

す
え
な
が 

み
つ　
お

い
し
や
ま 

　
み　

さ　

こ

お
お
う
ら 

て
る
も
と

か
ん
ば
ら 

ま
さ
ひ
ろ

う
ち
や
ま 

か
ず　
み

ひ
さ
お
か

　
さ　

さ　

き 

か
ず
よ
し

た
ね
も
と

や
ま
し
た 

　
こ　
き
ん　
　
　
　
　

す
え
な
が

は
し
お
か 

え
い　
こ

く
わ
は
ら 

す
す
む

い
け　
だ 

　
じ　
ろ
う

た
て
い
し 

た
か　
こ

み
や
ざ
き 

し
げ
つ
ぐ

う
ら
か
み 

　
ま　

き　

こ

み
や　
つ 

　
ち　

よ　

こ

む
ら　
い 

い
わ
お

　
い
ず
み

　
い　
ざ
き 

さ
だ
む

◎3月末までの交通事故件数

◎3月末までの火災救急件数

◎人口の動き
■平戸市人口／33,572（－209）
　男性／15,737人（－76）
　女性／17,835人（－133）
■世帯数　14,284戸（－27）
※（　）は、前月との比較
                    平成27年4月1日現在

※（ 　）内は昨年同期

※（ 　）内は昨年同期

件　数
死　者
負傷者
（重傷）2人（軽傷）22人

15件
0人
24人

火災
救急


